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磁気テープ装置の新技術の展望
(H-8455,H-8423の例)

Recent TechnicalView of Magnetic Tape Station

Type H-8451∂nd H-8453 magneticl∂Pe St∂tions have come to be used

inc｢easlnglvwith Hitachi8000seriescomputers.

Rece州y′a neW mOdel′H-8455′has been developed which has anautomatic

tape th｢e∂ding mechanism.AIso∂ddedtothe川t批hi什8400familv ofmagnetic

tapestationis H-8423.lntendedformediumandsmaIトsi∠edcomputersvstemsthis

l.600bp=ow speed type features superior cost perform∂nCe.Common to these

new tvpes.specねIconside｢ation has been glVen fo｢the∂ttainment of high

OPe｢ationalefficiencv.highspeed∂nd highcostperform∂nCeWhichareinseparable

f｢omthesystemec8nOmVandefficiency.

□ 緒 言

磁気テープ装置は,その記憶容量あたりの体積効率が良い

こと,経済性にすぐれていること,取拙いの簡単なことなど

からイ滋気ディスク装置,磁気ドラム装置と並んで電子計算機

の外部記憶装置として,初期の段階から広く利用されてきた｡

最近,計算機システムが高速,安価でイか､よくなるに従い,

磁気テープ装置もますます高速,高密度化と経済性にすぐれ,

取扱いの良さが要求されてきた｡特に,経i剤づ三と並んで信頼

惟が新しし､要求となってきている｡

ニの要求にこたえて,今回,高速の自動装てん式磁気テー

プ装置(H-8455)と経済的でコストパフォーマンスのすぐれた

小形磁気テープ装置(H【8423-10,H-8423-11)を開発Lた｡

(り 高速化と操作性

磁気テープのかけ替え時間の乍豆縮と簡略化は,人手の省力

化とともに計算機システムが高速で大形になるに従い,シス

テム効率を上げるうえにいっそう重要となった｡一方,磁気

テープはファイルとしての保管,書換えがひんばんに行なわ

れるが,取扱い時にテープ始端を手で損傷したり,リール側

面を押して,テープエッジを傷つける危険性を少なくし,信

栢度を上げるうえにも裳てんの自動化が必要となってきた｡

高速で巻きとったテープは,巻きむらが出やすいので,装て

んの自動化が必要である｡低速の装置においても,裳てんの

簡略化は同様に必要であり,テンションアーム式でアームが

自動的に引っ込む,リトラクト方式を才采用するとともにかけ

替え時のテープ経路を簡略化した｡情報処理速度は,1,600

bpi(bits perinch)で240kIi/s(H-8455),40kB/s(H-8423)

を達成した｡また,計算機にとってむだ時間となる巻もどし

速度をいっそう高速にし,H-8455では約12.5m/s,H▼8423で

も3.8m/sとした｡

(2)経済性,信頼性および保守性

計算機システムの経済性から,コストパフォーマンス♂)す

ぐれた装置は,従来以上に必要であるが,-一方信頼度の向上

はシステム効率を上げるうえでいっそう必要であり,両者両

立させることが重要である｡機械系を多く持つ磁気テープ装

置では,寿命,信頼性に危惧(ぐ)のある接触部品,摩耗など

のために短寿命な部品が多く使われることが多いがこれを極
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力廃し代わって半導体部品,耳義気応用部品など電子部品など

の信栃度の高いものを開発するとともに,特性の変動しやす

い素子や,制御系を使用しないようにし装置動作の安定化を

図った｡また,情報系の信板度を上げるため,制御方式,エ

ラー回復方式が機械系とバランスのとれていることが必要と

なる｡総合的効率を上げるもう一つの点は,保守性の向上で

ある｡機械系を多く持つ装置では,ある程度の事前保守は必

要であるが,その頻(ひん)度が少なく,また故障の起きたと

き,答易に修理が可能であることも必要である｡以下これら

の必要事項を十分に取r)入れて,今回開発した高速度の磁気

テー78装置(H-8455)と,低速度の耳滋気テープ装置(H-8423)に

ついて,性能,装置の概要と特徴を説明する｡

臣l 仕 様

表1は,H-8455形磁気テープ装置およぴH-8423形磁気テー

プ装置のおもな仕様について,現在HITAC8000シり"ズの

1,600bpi標準磁気テ【プ装置として使用されているH-8453お

よびH-8451と比較して示すものである｡

田 H-8455形磁気テープ装置の概要と特徴

3.1装置概要

H【8455形磁気テープ装置は,中大形コンビュ【タシステム

用として開発した高速情報処理能力を持つ1,600bpi磁気テ【

プ装置である｡

本装置はH-8451～H-8453と同一の制御装置H-8476A/B形

磁気テープ制御装置に接続するもので,コンピュータ本体と

の間の動作命令ならびに情報の授受は,すべてこの制御装置

を介して行なわれる｡

高速磁気テープ装置は,パフォーマンスを高めるうえに推

作の容易なものが要求される｡本装置では磁気テー70装てん

を自動化し,テ【プを屈曲したテー70走行路に手で通LたI),

リーダテープ,テープコネクタを使用したり,マシンリール

に手で巻き付ける必要をなくし,ラップアラウンドカ【トリ

ッジを使用すれば,保管テープがそのままかけられるように

してある｡テープかけ替えの自動化はテープを才ji偏すること
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表Il′600bpj磁気テープ装置の右もなイ士様

イ士様を上ヒ較♂)ため示Lたものである｡,

磁気テープ装置の新技術の展望 日立評論 VOL.55 No.1D 994

HけAC8000用l.600bpi磁気テープ装置のおもな

Tab】el Specifications ofl′600bpiMagnetic Tape Station

＼-＼

三掟置形名

‾＼

項目
＼

新 機 種 従 来 機 種

H_8455
】

H-8423-10 H-8453 H-845】

情辛艮処王望遠度(kB/S)

ただL,800bpi機構イ寸の

場合800bpiモードでは,

240 40 120 60

120 60 30

記表濠密度(bpl)

ただL,800bpl横構イ寸の

場合800bpiモードでは,

l′600ビット/25,4mm(l′600)

800ビット/25_4mm 800ビット/25.4mm

(800bpり (8DObpi)

記名環方式

ただし,800bpi機構イ寸の

]易合800bplモードでは,

位相変調方式(PHASE ENCODED)

NRZl方式 NRZl方式

テープ速度(FWD,REV)(m/s) 3.8 0,64 l,9 0.95

高速巻もどL速度

(m/S)

書込み開始時間(m/S)

約IZ.7 約3.8 約3.8 約2.5

(詣7芸長730m)
約2,7

(言蒜ア諾365m)
約19

(吉宗言芸長730m) (吉宗言霊長730m)
約6.5 約13

テープ装てん方式

*

(装てん時間)(s)
諾欝てん 蓋喜≡三上写実ス

テープコネクタ,リーダテープイ重用

10～20

磁気テープ制寺郵装置

電源

別装置
内 蔵

別装置 別装置

(H-8476形) (H-8476形) (H=8476形)

内 蔵 内 蔵 別 装 置 別 装 置

使用テーフ○り一ル

デッキ数

Fて径267mm

(10÷ln)
または,216mm

(8一をin)

直径216rn卯

(8-をln)1よ下

直径267mm(10-をin)以下

1 2 2 2

構造寸法 高さ 約I′670 約】′670 約】′670

(mm) 幅 ′/ 85(〕 830 ′り.26【I

奥行 ′′ 800 550 // 630

所要電力 動作時 約4.0 約l_3 約4.6(2デッキ)

(kVA) 待受時 //3.0 ′/l,0 ”3_2(2デッキ)

注:*装てん時間とは,テープをテープ走行屋各に通L.ロードボタン押下げ後BOTマーカを検出してテープが

停+上L.待受け状態になるまでの時間である｡

図I H-8455形磁気テープ装置

に一つのテープ走行機構部を収納している｡

テープ自動装てん機構持ち,l筐体

Fig.1 ModelH-8455 Ma9netic Tape Station
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が少なく情報処理の信頼性を高めるのにも役だっている｡

テープ送りは信頼性と安定性から超低慣性直流.電動機によ

るシングルキャプスタン方式をj采用しており,完全なディジ

タル制御方式である｡これによr)テープ手員傷の軽i成と高密度

記録の場合特に問題となる速度変動が′トさいきわめて安定し

たテ【プ走行特性を得ている｡リール制御にもディジタルi削御

方式を採用し,キャプスタン,リールと合わせ全電子的に制

御可能である｡これらにより3.8m/sの高速起動停止と高速巻

もどし(テープ全長730mで約1分)を可能にしている｡

保守機能を高めるため電源を内蔵させ,装置前後面部には

簡単なテスト機能を有する保守パネルを持ち,磁気テープ試

験器との接続も可能としている｡

付加機構としてH-F8459-5を取り付けることによr),800

bpi,1,600bpiいずれでも使用でき日立製作所およびⅠ8M社

のそれぞれ800bpi(9トラック)1,600bpi機能を有する磁気テ

【プ装置との間に互換性をもたせている｡

本一装置には1筐(きょう)体に1デッキを収納しており,図

1はその外観構造を,また図2はブロックダイアグラムを示

すものである｡

キャプスタンおよぴリールモータ駆動制御部は,送′受信制

御部などから成る論理回路部の上部に実装し,これらを一体

として可動架に組み込んでいる｡これにより十分広いスペー

スを与え,保守性を良く している｡可動架下部には冷却フア

ンを内蔵し必要な冷却を行なうほかに,装置内部の空気圧を

正庄とし,すきまからほこりなどを含んだ外気が侵入しない

よう考慮している｡
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図2 H-8455形磁気テープ装置ブロックダイアグラム 高信頼度

を有する部品や方式の採用により安定な走行部を得ている｡また単体テスト機

能や電源の内蔵により保守性を向上させている｡

Fig.2 B10Ck Diag｢am of ModelH-8455 MTS

3.2 装置主要部の構成および今寺徴

本装置の主要部の構成とその特徴を以下に述べる｡

(り 書込み読出し系

本装置の情報処理速度は240kI∋/sであり,この速度で信頼

度の高し一倍報を伝えるためにいくつかの新しい技術を採用し

ている｡

図3は書込み読出し系のブロックダイアグラムを示すもの

である｡制御装置とのインタフェースはBUS-ⅠとBUS-ⅠⅠ

に分かれ,H-8476A/B-208/216形磁気テープ制御装置と接続

した場合,双方のBUSが別々の2子iのイ滋気テープ装置を同時

に動作させることができ,処理時間の短縮が可能である｡書

込み読出し系には命令が送られてきたBUSからデータを受け

取r),または送出すためのゲートを設けてある｡

耳遠気ヘッドはテープの自動装てん時に障害とならない構造

であるとともに,書込み読出しを行なう際には真空吸引によ

リテープの浮き上がりを生じない構造としてある｡またテ”

プを間にはさんで磁気ヘッドに対向して,書込み時に生ずる

書込みヘッドと読出しヘッドの干渉を防止するイ磁気しゃへい

(シールドブロックと呼んでいる)を用いており,通常はヘッ

ドの近くにあるが自動装てん動作時などには後退してテ【プ

の風送r)を阻害しない構造としてある｡

(2)テープ駆動部

テープは制御装置からの命令に従ってヘッド部を走行通過

する｡その前後にはテープガイドを設け,ヘッドとテープの

接触二状態を規制することによって信頼性の向上を図っている｡

キャプスタンは,テープを真空吸引して両者の間に生ずる

スリップを防止している｡キャプスタンを駆動する電動機は
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図3 書込み読出L系 l′600bp■PE記錦モードのほか,付加機構を付

けることにより,NRZI記録モードで情報の記喜責･再生が可能であるr′

Fig.3 Schematic Diagrams of Read and W｢ite System

専用に開発した走引氏一け川三直流サ】ボモータを採用し,そのロ

ータイナーシャはキャプスタンを含めてもわずかに34gcm2で,

テープが停止状態から通常の速度3.8m/sに達するまでの寸二上

り時間は,約1.5m/sである｡

速度検出には検.リ1精度も良く,寿片.‡の-良い光一ー立案十による

ディジタルタコメータを用い,11叫転500仰の検出パルスの時

間｢を耶扇を見て速度制御をしている｡また,パルスの放を,汁致

してテープ位置を検出し,高速の起動仲止においてもーう主の

インターブロックギャップr標準15.3mm)を保証するように制

御している｡おり御回i格にはディジタル山川各を採川することに

より調輯個所をi成らLて安1正作を増している｡

テープの緩衝機f削ま真空コラム方式によっているが,キャ

プスタンの起動侍りこによる瞬時変動を緩和する副コラムと,

キャプスタン,リールの応答差をl吸収する__主三コラムより成る〔,

主コラムにはテーブループの位置を検出する白三カスイ ッチを

使用したが,この庄カスイッチには専用に開発した無接山)ド

導体方式を才采用して,高歩副生動作における接点の動作不1さを

一指‡している｡

リールの駆動は直流サーボモー【タにより行なわれ,そク‾)制

御回路には起動,惰作走行,発1宣制動の組介せによるディジ

タル制御方式を採り調整さノ､】二を皆無とLている一〕r別軌はすべて

発電制動によっており,メカニカルブレーキを他用していな

いので寿命の心酉己もない｡

図4はテープ駆動部の概略を示すものであるr_,

(3)自動装てん機構部

本装置の大きな特長とLてあげられる臼三的装てん機能は,
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図4 テープ馬区動部の構成 テープ走行機構部の構成を示すもので,テ

ープはキャプスタンに直結Lた起イ監†貫性直流モータにより駆動される｡

Fig.4 Const｢UCtion of Tape T｢anspo｢t

従来オペレータの手作業に時間を要していたテーフロのかけ替

え作業の大幅な自動化である｡図5に示すテープデッキに自

動装てんの各機構が組み込まれ,綿密に組まれた論理回路に

より所定の動作が行なわれるのである｡テープとしては通常

のリールに巻かれたテwプまたは,カートリッジにはいった

ものを揃いる｡カートリッジは従来のテープケースと異なり,

中のテープを取り出す必要がない｡

オペレータはテープをハブに取り付けてテープの先端をス

レッディ ングシュートの上に置きボタンを才甲せば,それ以上

の動作は不要である｡カートリッジを用いるときはテープ先

端の位置決めも不要である｡

前面のウインドガラスが閉じ,テープはスレッデイ ングシ

ュートから右スレッデイングチャネル,磁気ヘッド,左スレ

ッデイ ンブナャネルを経てマシンリールに巻き取られる｡こ

の間テープはリールを駆動するモータにより送出され,巻き

取られるが,途中の通路でテープを誘導するのはすべて空気

i充による｡この空気は上部レストレイント,スレッデイング

シュート,右,左スレッディングチャネルおよぴマシンり【

ルより供給される｡

上部レスト レイントはカートリ ッジを用いたときカート】j

ッジ内に空気を送り込み,内部に起こる空気流でテープをカ

ートリッジ.の開口部より外へ送r)出す0 この開口部はテープ

保管時には閉じており,裳置が自動的に開く｡

スレソティングシュートはカートリソジを用いないとき,

多孔惟金属から吹き出る空気でテープを浮遊二状態にし,容易
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にテープq先端が左方へ送られるようになる｡右,左スレッデ

ィングチャネルからはテープ走行方向に斜めに空気が吹き出

しており,テープを吸い付けつつ左方へ送る働きをする｡マ

シンリールの空気はテープを真空吸引してリールに巻き取る｡

左スレッデイングチャネルには上記のほかに空気の吹き出す

小孔があり∴テープがマシンリールに巻き付くとその小孔が

ふさがり,背圧が上昇するのを圧力スイッチで検出している｡

以上のように本装置では手作業を著しくさ成らして操作性を

向上させているが,これに加えてオペレータの操作ボタンも

4個に限定して取り扱いやすく してある｡自動化により内部

論理の規模は大きくなったが,論理素子にモノりシックIC

を全面的に採用して肥大化を防ぐとともに信頼性を向上させ

ていることも特筆すべきであろう｡

田 H-8423形磁気テープ装置の概要と!特長

4.1装置概要

H-8423形磁気テープ装置は中小形コンピュータシステム用

として開発した高いコストパフォーマンスを持つ小形機で,

磁気テープ駆動装置から成る機構部2台,H-8000シリーズ標

準入出力インタフェースを介して処理装置に直接接続できる

制御部,電源部を1筐体として構成している(H-8423-10形)｡

また,増設用として機構部2台のみから成る機種も合わせて

開発されている(H-8423-11形)｡本装置は下記に述べる事項

を特に考慮に入れて設計されている｡

まず,小形機であることから,経済性にすぐれた装置にす

ること｡このため技術的裏付けと,フィールドにおける使用

状態の調査から,イ滋気テープ装置が一般に持っている仕様,

構成についても再検討を行ない,総体的にバランスのとれた

中小形システム向けの低価格,かつ高いコストパフォーマン

スを持つようにしてある｡i欠に′ト形機であっても,いっそう

信頼度の高い装置にすることである｡

マシンリール 左スレッデイングチャネル

熔
テープ

キャプスタン

シールドブロック

主コラム

磁気ヘッド レストレイント

ハブ

テープリール

謝戸
スレソティングシュート

右スレッデイングチャネル

副コラム

図5 テープデッキの概略図 テープ走行部およぴテープ自動装てん

機構部の概略構成を示Lている｡本機構によりテープの装てん操作は著Lく容

易になった｡

Fig･5 0utlines of Tape Th｢eading System and T｢anspo｢t
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このため磁気テープ装置の機構部からは短寿命部品(たとえば

ランプ系)を極力排し,サーボ系にはすべて新規に開発した電

磁的非接触検出器を採用している｡また,エラー検出を含め

たデータ系を上級機と同じ構成にするなど,高信頼度に対す

る配慮を十分にし,大形基板の採用などを行ないフィールド

における障害探索時間の減少化の実現を図った｡

さらに操作ボタンを最小限にしたり,テープのローディ ン

グが簡単にできるリトラクト機構を手采用したり,巻きもどし

速度が大きいこと,電源集中制御可能なことなど,小形機に

もかかわらず操作性の改善に注意を払っている｡

図6および図7は,本装置のブロックダイアグラムと外観

を示すものである｡H-8423形1滋気テープ装置は前記の構成よ

り成るが,制御装置部分をデッキ部分と一体構造とすること

によって,電子回路部の制御部とデッキ部の機能配分を,性

能,価格の両面から最良にすることができた｡

4.2 特 徴

(り 磁気テープ装置機構部

(a)テープデ､ソキ部

従来から高速の装置はテープの緩衝機構として真空コラム

を用いている｡これは応答性が良い反面,真空用モータ,高

い精度の真空コラムが必要であり,テー7Q位置の検出器が複

雑になったり,大きくなったりして高価になる｡本装置では,

低速であることを生かし,高精度で仕上げられ,小さい慣性

を持つテンションアームを採用し,等角加速度で起動停止す

るシングルキャプスタンでテープ駆動を行なうことによl),

テープ送り機構の簡略化と高信頼度化を実現した｡また,こ

れによりテンションアームにもかかわらず正逆両方向読出し

を可能にした｡テンションアームはテープ経路が複雑となり

やすく,テー70の装てんが行ないにくい欠点を持つが,本装

置ではテープ装てん時アームが自動的に引き込む機能(リトラ

クト機構)を設けたほか,テープ経路を非常に簡略化して,テ

-_ 濾
g
才
ダ
g
g
卜
一

㌔
図
6

H-8423形磁気テープ装置 高いコストパフォーマンスを有する

小形機で-筐体にテープ走行機構部を2式収納Lている｡
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図了 H-8423形磁気テープ装置ブロックダイアグラム

行部などは,新規に開発Lた電磁的非接触部品などを採用Lて,

かわらず大形機と同等以上の信頼度を持っている｡

Fig･7 Block Diagram of ModelH-8423 MTS

テープ走

小形棟にもか

ープのかけ替えを容易にした｡また,オペレ【タの動作を分

析し,オペレ【タが操作時使用するのに必要で十分なスイッ

チ類のみを取り付けることとした｡

本装置は,′J､形機に主として使用されることから,.1二級機

に比べ,よりいっそうフィールドサービスを必要としないよ

うにするため,保守には考慮を払い,寿命部品,しし♪う動部

品の使用を極力避け,ランプの使用を表ホ用のみに限定L,

テMプの位置検｢tlはすべて新規に開発した電磁的非接触検汁1

器にて行なわれる.上うにした｡また.フィーールドでのダウン

タイムを柁小にすろ上う挿々の刊二貨をとった′-.テープ始端,

終端マーーウ検汁=i,仰ヰモ.ラン7■と十卜を仲うのが‥般的で

あったか.1三方汀.†でみろヲ邑氾デイす--ドとホト･トランジス

タの組†ナせを帖f口Lた､

図8はテ=フ紫てん叩い一丁--フ経絡を示すものである｡

(b)キヤマウ､タン制御系

図9L士キャブてタン制御系のブロックダイアグラムをJJ七･j･

もので,打∈来かJ〕Jユこく爪流川転機などの適性検出,7ナロケ

29
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クリーナ

/マーカ検出フ■ロック

ファイル

リール

マシン

リール 鮒;津′=ノが`j

〃少ク～

消去ヘッド

/書込み読出Lヘッド
シールドブロック

(引き込まれている)

//シングルキャプスタン

ーアーム

(引き込まれている)

図8 テープ装てん時テープパス(点線) テープの裳てんは点線の

ようにして,マシンリールに2～3回春きつけ.LOADスイッチを押せばよい｡

Fig･8 Tape Pass at TapeJoadi=90=H-8423MTS

制御方式が使用されており簡単で,価格的にも有利であるが,

検出器の安定性と信相性の点からディジタル検出を使用する

こととLた｡速度検出機には低慣性でスリットを切った円板

をキャプスタンモータ軸に直結し,このスリットの移動を電

磁的な非接触検出器で検出し,温度,電圧変動に対し補償さ

れた基準パルスとの比較で速度制御を行なう方法を開発した｡

これにより完全に保守フリー,かつ低価格が実現できた｡本

装置程度のキャプスタン系のディジタル駆動はモータ駆動段

が複雑となるため,駆動段直前でD-A変換を行ない,モータ

の駆動はアナログ的に行ない簡略化を図った｡高速巻もどし

は行ち時間となるため,これを極力少なくするように,定常

速度のほぼ6倍の速度を実現した｡

(C)リール制御系

アームの位置検出として,従来光学的方法や可変抵抗器な

どが用いられているが,寿命が短く問題が多い｡本装置では

半永久的に使える検出器を目標に,磁気抵抗素子を用いた,

非接触検出器を開発,採用し,好結果を得た｡また,リール

ハブとモータ軸との間に減速機構を設け,モータと駆動部の

効率をあげるとともに,メカニカルブレーキの廃止を可能に

した｡サーボ系の負帰還もホト,接触部品によらずに検出さ

れた速度信号で行ない,系の安定化を実現した｡定常速度の

6倍の速度を持つ高速巻もどしを実現するために,特に大形

のモータを使用せず,立上り時間をなめらかにして系の安定

化を図った｡

(d)詰込み読出し系

磁～毛テープ装置は多トラックのため,書込み読Hlし系のコ

ストが高くなりやすい｡そこで本装置の読出し系のほとんど

の部分を制御部内に収容し,各機構部から共通に使用する構

成とした｡機構部には低雑音,広帯域用のICのフロリアンプ

のみを配置した｡このIC内部で機番選択を行ない,線型増

恥tiされた信号をそのまま,制御部に送出し,共通のアンプで

い号抽出を行なう構成とした｡

(2)制御部および電i憤部

H-8423-10形に搭(とう)載されており,標準入出力インタフ

ェースを介して直接,処理装置に才妾続され,最大6台の機構

糀を制御することができる｡制御部内ではリード系がかなり

30

基準パルス

発生回路
→

電力増幅回路 _■
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†
速度弁別回路

†

カウンタ

キャプスタンー志蒜孟スタン速度モ∵タ

l
キャプスタン

速度信号発生
回路

図9 キャプスタン制御回路ブロックダイアグラム キャプスタ

ンはディジタル検出により精度をあげ,アナログモータ駆動で原価低ユ威を図っ

ている｡

Fig.9 Block Diag｢am of Capstan Controlof H-8423MTS

の比重を占めるが,低価格にもかかわらず,十分な信頼度を

保証しうるように上級機と同じ構成を持ち,低速度であるこ

とを生かして,簡略で,高性能の回路を各種開発し,採用し

ている｡エラー,異常検出方法としては,上級機とテープ上

で完全な互換性を持たせるため,これと全く同じとした｡

制御部にも,大形基板を採用し,′ト形化,低価格化,保守

の簡易化を図っている｡

電源部は,H-8423-10形1台,H一朗23-11形2台まで直流電

力を供給できるほか,中央のコンソールから集中的に,投入,

切断が行なえる機能を持たせている｡

山 結 言

今回ニニに,時代の要求である操作性,経済性,信頼性に

すぐれた磁気テープ装置を開発するに際して考慮しなければ

ならない技術的問題点について,高速および低速の磁気テー

プ装置(H-8455およぴH-8423)での方法を具体的に説明した｡

これらの装置は,すでに多数の顧客に使用され,好評を得て

いる｡

今後磁気テープ装置の性能はますます向上し,特に,記録

密度,情報処理速度の2～4倍化,テープかけ替えの完全自

動化と,いっそうの信頼性,経済性にすぐれた装置の開発が

課題となっている｡
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